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で1.8%(ｐ＞0.05)、非腫瘍非浮腫部で5.8%(ｐ＜0.05)の低下を認めた。コントロール群の白質では5.4%(ｐ＜
0.05)の低下を認めた。 
 脳腫瘍患者において通常のMR画像ではGCC投与による腫瘍、周辺の浮腫および正常脳の変化の評価は困難で
あるが、拡散強調像から得られる拡散係数はGCC 投与による脳内の変化を評価できることが示された。GCC は
浮腫を軽減させることにより症状を緩和すると考えられているが、コントロール群でも腫瘍患者の非腫瘍非浮
腫部と同等に細胞外水分含有量を低下することが示され､浮腫部の軽減と共に非腫瘍非浮腫部の細胞外水分の
軽減が脳腫瘍患者の症状改善に寄与すると考えられた。 
【結論】拡散強調像および拡散係数の計測は通常のMR画像では検出できないGCC投与による脳内のわずかな変
化を評価するのに有用であることを示した。 
 本研究結果は、MRI を用いて拡散係数計測の有用性を示したものであり、グルココルチコイドの脳腫瘍患者
における症状改善の解明に寄与したと考えられる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値す
ると判定された。 
 
